
　県下一斉に春の火災予防運動が始まります。
　五所川原地区消防本部、五所川原・金木・市浦消防署は、運動期間にあわせ、防火ＰＲ等を行います。

４月14日㈪～20日㈰
・各消防署・消防団による車両での火災予防広報
・立佞武多の館に蒸気ポンプ「太郎号」展示

４月16日㈬　10時～10時50分
　街頭パレード（五所川原地区）

４月20日㈰
　女性消防団員による防火ＰＲティッシュ配布
・五所川原地区　ＥＬＭの街ショッピングセンター
・金木地区　スーパーストア金木タウンセンター

【３つの習慣】
①寝たばこは、絶対やめる。
② ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
する。

③ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消
す。

【４つの対策】
① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置す
る。

② 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。

③ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。

④ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。

　火災救助活動を行った齋勝建設株式会社の従業員５
名に、五所川原地区消防事務組合管理者（平山市長）か
ら表彰状が贈呈されました。
　１月12日、16時20分頃発生した中泊町での建物火
災にて、発生場所近くで作業していた５名は、消防署
へ通報するとともに、逃げ遅れて２階で助けを求める
方を、工事用重機を利用して無事に救助した功績を称
えたものです。
表彰された皆さん
　伊藤芳忠さん（中泊町）　柏崎貴人さん（中泊町）
　佐藤洋二さん（五所川原市）　高橋光司（つがる市）
　伊藤芳伸さん（中泊町）

　平成25年の市内の火災件数16件のうち住宅火災は
10件で、２名の方が亡くなっています。
　住宅用火災警報器を設置していたため、火災を早期
に発見でき、被害を最小限に抑えることができたとい
う事例は年々増え続けています。
　火災による犠牲者を減らすため、あなたとあなたの
家族を守るため住宅用火災警報器を設置しましょう。
　住宅用火災警報器は、防災機器販売店、ホームセン
ター、家電販売店等で購入できます。
　なお、消防本部、消防署では消火器等の販売は行っ
ておりません。悪徳業者による訪問販売や点検等には、

十分ご注意くだ
さい。
　住宅用火災警
報器等に関する
お問い合わせ・
ご相談は、消防
本部予防課まで
お気軽にどうぞ。

住宅防火　命を守る７つのポイント　

住宅用火災警報器を設置していますか

火災救助功労者を表彰しました
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つけて安心！

住宅用火災警報器

消防本部
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4/14㈪～4/20㈰ 春の火災予防運動

「消すまでは
　　　 心の警報　ONのまま」
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